
 
 

令和６年度ジョブカフェいわて管理運営等業務 企画提案審査要領 

令和６年２月19日 岩手県  

 
 この企画提案審査要領は、岩手県（以下「県」という。）が実施する「令和６年度ジョブカフェい

わて管理運営等業務」（以下「本業務」という。）に係る委託候補者を選定するために行う企画提案

選考における審査について必要な事項を定めるものである。 

 
１ 審査機関 

(1) 本業務に係る企画提案の審査は、別途設置する「令和６年度ジョブカフェいわて管理運営等業

務企画提案審査委員会」（以下「委員会」という。）において実施するものとする。 

(2) 委員会は、企画提案に参加する者（以下「参加者」という。）から提出された「企画提案書作

成要領」で定める書類（以下「企画提案書等」という。）及び参加者によるプレゼンテーション

について、別紙「審査項目、審査観点及び配点」に基づき審査し、その結果を県に報告するもの

とする。 

 

２ 委員会の開催日時及び場所 

 委員会の開催日及び場所は下記のとおりとする。集合時間等は、別途参加者に通知する。 

【予定】 開催日：令和６年３月15日（金） 

場所：盛岡地区合同庁舎８階 大会議室 

 
３ 審査方法及び県への報告方法 

(1) 委員は、企画提案書等及びプレゼンテーションに基づき、審査基準の項目ごとに評価を行い、

審査票に評点及び順位を記入するものとする。 

(2) 各委員の審査票に基づき、委員ごとに上位３者まで順位点（１位－５点、２位－３点、３位－

１点）をつけ、参加者ごとに合計した総得点により総合順位を決定する。ただし、評点が総得点

の１／２に満たない場合は、順位点を付与しないこととする。 

   なお、総得点が同点の場合には、各委員から高い順位の評価を多く得た者を上位者とし、高い

順位の評価を得た者が同数の場合には、委員会において合議の上、総合順位を決定するものとす

る。 

(3) 委員会は、審査・選考結果を集計表等により確認し、総合順位を県に報告するものとする。ま

た、参加者が１者のみであった場合も、委員会において審査を実施し、本業務を実施するにふさ

わしいか否かを評価し、その結果を県に報告するものとする。 



 
 

【別紙】 
審 査 項 目 、 審 査 観 点 及 び 配 点 

【令和６年度ジョブカフェいわて管理運営等業務】 
審査項目 審査観点 配点 

１ 全般 ・ 業務の趣旨を理解するとともに、現状と課題を正確に理解

しており、企画提案の内容が的確であるか。 

・ 実現可能性のある提案内容となっているか。 

30 

２ 

企
画
提
案
内
容 

(1)ジョブカフェいわて管理運営業務（80点） 

ア 活動拠点の管理運営 ・ 利用者に対する利便性は確保されているか。 

・ 情報管理は効率的であり適正な管理が可能なものか。 
20 

イ  キャリアカウンセリング ・ 利用者をより効果的に就職決定に導くための効果が期待で

きるか。 
20 

ウ 関係機関等との連携 ・ 提案内容は具体性があり、関係機関との連携の上、利用者 

をより効果的に就職決定に導くための効果が期待できるか。 
20 

エ その他事業の企画実施 ・ 提案内容は具体性があり、事業実施による効果が期待でき

るか。 
10 

 オ 目標達成及び評価 ・ 本業務の成果目標を達成可能な提案内容であるか。 

・ 評価及び検証の仕組みは具体性があり、効果が期待できるか。  
10 

 (2)地域就職氷河期世代支援業務（ 50点） 

 ア 企業向けセミナー ・ 企業の就職氷河期世代に対する理解を促し、関心を高める

内容になっているか。 

・ 企業の採用活動に対し、課題解決や今後の活動において効

果的な内容になっているか。 

20 

 イ ｅ-ラーニング講座 ・ 講座は利用者が資格取得やスキル取得につながる内容とな

っているか。 

・ 情報管理は効率的であり、適性な管理が可能か。 

20 

 ウ 目標達成及び評価 ・ 本業務の成果目標を達成可能な提案内容であるか。 

・ 評価及び検証の仕組みは具体性があり、効果が期待できるか。  
10 

 (3)若者・女性県内定着推進業務（60点） 

 ア 県内高等教育機関と連

携した県内企業の魅力等

を伝える講座 

・ 就職活動が本格化する前の学年の学生等に対し、県内企業

の魅力を効果的に伝える講座の内容になっているか。 

・ 高等教育機関との連携及び県内企業との調整を十分に行っ

た上で実施する体制が整っているか。 

10 

 イ 女性のための大学生等

職場体験プログラム 

・ 県内企業で女性が活躍していることを参加者に効果的に伝

えるプログラム内容になっているか。 

・ 参加者募集の手法は効果的か。 

10 

 ウ 企業の大卒者等若者人

材の確保を促進するため

の勉強会 

・各地域で教員が地元企業の理解を深める意見交換会の内容

になっているか。 

・ 県内企業が抱える、採用に係る様々な課題に応じた勉強会

の内容になっているか。 

・ 参加企業募集の手法は効果的か。 

 

10 



 
 

 エ 高校生の進学後の県内

就職促進のための合同説

明会 

・ 実施場所・時間帯、会場までの交通手段等、高校生や出展

する大学、企業等の利便性等が確保されているか。 

・ 参加者をより効果的に県内進学・就職に導くことができる

内容になっているか。 

10 

 オ 県内企業の職場定着支援 ・県内の人材に対し、効果的かつ的確に職場定着を支援する

内容となっているか。 

・企業での採用・人材育成に対し、課題解決や今後の活動に

おいて効果的な内容となっているか。 

10 

 カ 目標達成及び評価 ・ 本業務の成果目標を達成可能な提案内容であるか。 

・ 評価及び検証の仕組みは具体性があり、効果が期待できる

か。 

10 

 (4)Ｕ・Ｉターン機能強化事業業務（70点） 

 ア Ｕ・Ｉターン相談対応 ・ Ｕ・Ｉターンの相談に対し、効果的かつ的確に対応できる

仕組みとなっているか。 
20 

 イ Ｕ・Ｉターン促進に関

する取組 

・ 提案内容は具体性があり、効果が期待できるか。 

・ 必要な情報を、支援すべき対象者に対して発信することが

期待できるか。 

20 

 ウ 県外学生等へのインタ

ーンシップ支援 

・ インターンシップの相談に対し、効果的かつ的確に対応で

きる仕組みとなっているか。 
10 

 エ 岩手Ｕ・Ｉターンクラ

ブの運営 

・ 提案内容は具体性があり、効果が期待できるか。 

 
10 

 オ 目標達成及び評価 ・ 本業務の数値目標を達成できる提案内容であるか。 

・ 評価及び検証の仕組みは具体性があり、効果が期待できる

か。 

10 

 (5)Ｕ・Ｉターン人材の採用力強化研修等業務（70点） 

 ア Ｕ・Ｉターン人材の採

用力強化研修の企画、実

施 

・ 参加企業が県外からのＵ・Ｉターン採用についての理解を

深め、自社の採用活動を見直すきっかけとなる企画内容と

なっているか。 

・ 参加企業数の目標が達成できる内容となっているか。 

20 

 

 

イ コンサルテーションの

企画、実施 

・ 企業ごとの採用課題を解決に導ける企画内容となっている

か。 

・ コンサルテーションの効果が期待できるか。 

20 

 ウ 事例発表会の企画・実

施 

・ 成功事例の共有によって、他社への好影響が期待できる内 

容となっているか。 

・ 参加企業数の目標が達成できる内容となっているか。 

10 

 エ 関係機関等との連携 ・ 県関連事業を理解しており、効果的な連携が期待できる

か。 
10 

 オ 目標達成及び評価 ・ 本業務の成果目標を達成可能な提案内容であるか。 

・ 評価及び検証の仕組みは具体性があり、効果が期待できる

か。 

10 



 
 

 
 
 

３ 業務遂行能力 ・ 提案内容を確実に履行可能な組織体制を構築できるか。 

・ 業務を行うことができる人員構成、配置であるか。 

・ 他事業との緊密な連携が可能であるか。 

・ 本業務に類する業務の実績は良好であるか。 

30 

４ 見積書  ・ 精算単価や数量は妥当なものであるか。 

・ 提案内容との整合性はあるか。 
10 

合  計 400 


